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夏行事も終わり学校も始ま 
りました。 

今年の夏休みは皆さん有意 
義に過ごせましたか？ 

 
さてスカウトも育成会もボ 

ーイスカウトで一番忙しいの 
が 9 月ですね！ 

夏行事のまとめ、反省、入 
団上進説明会、スカウトの日 
入団上進式など行事が重なっ 
ております。実は 9 月に入団上進式を行うのは
今年で最後になります。 

今までは 9 月スタートで 8 月までの活動を 1
年としておりましたが、2016 年 4 月からは 4 月
スタート翌年 3 月終了となります。要するに皆
さんの学校と一緒です。 

ボーイスカウト日本連盟の人達も一生懸命に
スカウト＆リーダーがより活動しやすい環境を
作るように日々かんばっている訳ですが・・・
その 1 つが 4 月スタート改正です。 

またプログラムなども時代のニーズに合った
内容に改善してくれてもおります。 

ボーイスカウトは伝統と実績のある組織、と
は言え時代に合わせて変っていかなくてはいけ
ない事！ 

時代に流されてはいけない事！の見極めがボ
ーイスカウト活動に今問われているのかもしれ
ませんね！ 

 

今年の山手地区合同隊集会は８月３１日、碑文谷八幡

で「ツリークライミング」に挑戦です。 

その前に４つのポイントをクリア。ポイント①太い丸太を

切る競争。ポイント②クラフト、ベニヤにロープ結びを張っ

てノッティングボード作り。ポイント③ゲーム蜘蛛の巣のよ

うに張られたロープに触らないようにくぐります。ポイン

ト④空き缶クッキングでポップコーン作り。 

そしていよいよツリークライミング。インストラクターの

方をお呼びして高い木登りに挑戦です。この企画は山手

地区の各団リーダーの協力で実現しました。 

どのスカウトも笑顔でいっぱいの楽しい集会でした。 

当団ベンチャー隊セキネスカウトが９月１２日東京連盟で

「富士章」を授与されました。 

 ベンチャーの進歩制度が改定された後、山手地区として

初の富士章となります。 

これからも皆のお手本となる様、さらに頑張って下さい。 

弥栄。 

８月３１日、ビーバーを卒業するビックのお別れ

会をおこないました。スカウトと保護者が一緒に

花作りをして祐遊広場で、飾り付けです。 

スカウトは工作で鉄砲作りです。紙コップで作

った玉を飛ばして遊びました。そして、リーダーと

保護者が協力して作ったバーベキューを美味し

くいただきました。 

最後にビッグビーバーから、1 人 1 人ビーバー

隊での思い出を発表しました。キャンディレイをビ

ーバーから首にかけてもらい、皆で記念撮影をし

ました。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ビーバー隊は８月１６日～１７日の日程で、西湖「民宿ふるさと」でおこ

なわれているカブ隊の舎営、３泊４日の最終１泊に合流しました。 

今夏のサマースクールは、スカウト９名、リーダー４名の参加です。 

昼間の活動はそれぞれ各隊で活動しました。 

宿舎から西湖まではすぐ近くで、ビーバー隊でも歩いて行ける距離

でした。 

１泊２日でしたが、西湖で泳いだり、カブ隊と一緒にバーベキューや花

火を楽しみました。 

カブ隊は８月１４日～１７日、山梨県西湖の「民宿ふるさと」

で舎営をおこないました。到着すると小雨が降っていたので

室内でます。腹が減っては国盗りもできない。と言う事でま

ずは腹ごしらえです。外は雨なので室内で開営セレモニー。

最初のプログラムは部屋に貼る表札つくりから。夜は誓いの

儀式で目標を宣言‼。隊長から大事な力は心 技 運と伝えら

れ国盗りの始まりです。 

２日目は一転よい天気、宿から富士山がとても良く見えま

す。朝ゲームから始まり、今日のテーマは勇気。水運び、尾っ

ぽ取りなどスカウト達の心技運を試すゲームなどが行われ、

恒例、水鉄砲、夜間は宝探し。 

３日目も真夜中は雨でしたが良い天気となりました。今日

のテーマは協力。午前中は樹海の中をハイキング、学午後は

釣りをして魚拓作り。夜は合流したビーバーと一緒にバーベ

キューパーティー、食後は花火をして楽しみました 

最終日も雲ひとつない良い天気。テーマは感謝。この舎営

の感想を１人ずつ話、運強き者、心良き者、技さえるものに関

東の県が渡されました。そして東京はコウタに決定 !!荷物整

理、部屋掃除の後閉営式、別れの歌を歌い「ふるさと」 に祝

声を送って東京へ向かいました。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ベンチャー隊は８月１６日から２０日 

までの４泊５日の移動野営をおこないま 

した。今回は斑尾から津南を結ぶ信越ト 

レイルに挑戦、約 80km を各自約 20kg の 

荷物を背負って歩きます。スタートから大雨に見舞われ疲労困ぱいですが予定どおり進みました。 

２日目も、大雨からスタートし、今回の移動野営で二番目に長い 21 キロを無事完歩しました。 

３日目は昨日までの雨が嘘のようにピーカンで灼熱地獄でした。途中の沢で水を補給しながら、何と

か目的地に到着しました。 

そしていよいよ山場を迎えた４日目、一番長い２２キロの山越えです。朝から日差しが強く、水が足

りなくなり、沢まで汲みに行たりしましたが・・・・色々あって、目的地まで行けない事が分かり、途

中でビバークすることにしました。そして、相談の結果ここをゴールとすることにしました。（あと少

しだったのですが…）しかし、今回の移動野営は、天候の厳しさ、水の偉大さを嫌と言うほど感じたか

けがえのない経験になったと思います。 

 私たちボーイ隊は、8 月 7 日から 13 日の間、

巌谷さんに紹介をしていただいた茨城県常総

市にある弘経寺へ行ってきました。今年のテ

ーマはお寺にちなんで「修行」です。 

お寺の敷地内でキャンプを行うということで

どのような場所なのかと想像していたのです

が、広大な裏山があり、カブトムシ達が生息

する自然にあふれたとても素晴らしい場所で

した。 

また、お寺のご住職さんにも大変お世話にな

り、お寺ツアーや陶器作りを始めとして普段

できないような経験をたくさんすることがで

き、台風の通過など期間中には不安要素が

多々あったのですが特に大きなけがもなく無

事過ごすことができて良かったと思います。 

スカウト 6 名リーダー5 名という少人数での

夏キャンプでしたが、1 週間の「修行」を経て、

昨年から成長したスカウトの姿を見ることが

でき、とても頼もしく感じました。 

             （吉田ＢＳ隊長） 
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移 動 野 営 
ベンチャー隊 森 佳苗 

 「行きたくない。」 

前日の私は、この気持ちしかなかった。ずっと計画

をし、すごく楽しみにしていた私。 

２週間前くらいから泣きたいほど行くのが嫌にな

った。80km なんて歩けないし、20 キロの荷物を持

てる自分はいるのかとても不安だった。そんな私を

この一言が変えてくれた。 

「絶対イイチャンス。将来絶対に役に立つし、経験

して損はないよ。」 

と笑顔で言う小野寺副長の言葉だ。私は「自分の体

で体験をし、大変さを感じたい。１人じゃないんだ

から。やってみないと分からない。」と心の中で強

く感じた。 

そして私は、行くなら楽しく行こうと思い自分で買

い出しに行ったりと、行く気満々になった。 

 すぐ当日になってしまった。 

そしてスタート地点に到着。天気は大雨で気分もみ

んなダウンしていた。いきなり坂。もぉ私は嫌にな

った。足場が悪く歩きづらい道ばかりで大変だった

が予定通りサイトにつけた。足が痛く、腰も肩も痛

くてギブアップしたい気持ちしかなかった私だっ

たが、日々がんばって歩き通し、３日目のグリーン

パル光原荘につくことができた。その夜みんなで明

日のルートを確認するとき、もう一泊するか歩くか

決め、もう一泊するのは嫌だったから私はすぐに

「行こう」と言った。ここまで歩いたのだから気合

いで天水山のゴールまで行きたかった。結局ゴール

には行けなかったけど、私達が思うゴールに行け

た。路上で寝たときはすごく気持ちよくて今までの

疲れが抜けたかのように体が軽くなった。その夜ず

っとみんなできれいな星を見ながら夜話をした。ス

カウト３人が今回の移動野営を楽しかったと言っ

た。佐藤隊長も小野寺副長もビックリしていた。が、

良かったと思っているような表情だった。星は今ま

での疲れが吹っ飛ぶくらいきれいだった。私は今回

みんなの足を引っ張り、迷惑しかかけていないと申

し訳なく思った。まずはみんなにお礼をいいたい。

ありがとうございました。 

 隊長はいつも私達の体を心配してくれ、後ろから

いつも見守って下さいました。小野寺副長、いつも

私達の前を歩き、足が痛いとき水くみに私の分まで

くんで下さり、また登山のストックをずっと貸して

下さいました。本当に感謝しています。ワグナーく

ん、柴田くん、私の資材やテントを持ってくれてあ

りがとう。そのおかげで最後まで走ることができま

した。 

 本当にみんなに感謝の気持でいっぱいです。この

５人だから歩ききれた。この５人だからできたこと

は沢山あると思います。すごくつらかったけど、楽

しい一生の思い出になったと思います。本当にあり

がとうございました。 
                                 


